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平成24年4月1日から平成24年9月30日まで

http://www.topy.co.jp

証券コード　7231



　当第2四半期連結累計期間における世界経済は、米
国は緩やかに回復したものの、債務危機の継続による
欧州の沈滞や中国及び新興国の成長鈍化のため、減速
感が顕著になりました。わが国経済につきましては、エ
コカー補助金等や東日本大震災の復興需要等により国
内需要が底堅く推移したものの、長引く円高や海外経
済の下振れにより、期後半から厳しい状況となりまし
た。
　このような状況下、当社グループは、グローバルでの
“成長”と高収益体質への“変革”を基本方針とした新中
期連結経営計画「Growth & Change 2015」を策定し、
スタートいたしました。その一環として、豊橋製造所
（愛知県豊橋市）で電炉製鋼に使用する酸素プラントを
更新して、製鋼設備の新鋭化に先立ち酸素供給体制を
整えました。さらに、需要に応じた生産体制の構築、生
産性の向上等のコスト改善にも引き続き取り組んでま
いりました。
　当連結会計期間の中間配当金につきましては、当社
の利益配分に関する基本方針及び通期の業績予想を勘
案いたしまして、1株につき2円とさせていただきます。
年間配当金は、期末配当金とあわせ、1株につき4円を
予定しております。

　今後の経済環境の見通しにつきましては、震災復興
需要等によるわが国経済の回復が期待されるものの、
為替の動向や欧州債務危機及び中国経済の減速等、海
外景気の不確実性が高く、引き続き需要動向等を注視
していく必要があります。
　このような経営環境下、当社グループは、新中期連結
経営計画「Growth & Change 2015」を推進する中で、
成長が見込まれる海外市場に対して積極的に事業展開
を図るとともに、国内のモノづくり基盤を強固なもの
とすることで、環境変化に強い事業構造を確立し、企業
価値の一層の向上に努めてまいります。今後も、コーポ
レートメッセージ「One-piece Cycle」が表す「素材か
ら製品までの一貫生産」の優位性を発揮し、トピー工業
グループの一貫利益の追求とさらなる躍進を図ってま
いります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支
援とご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

平成24年12月

代表取締役社長

株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り
厚く御礼申しあ げます。
ここに、第119期 第2四半期の営業の概況をご報告申しあげます。
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中間期 通期

（百万円）

221,413

第119期
平成24年度

第116期
平成21年度

第117期
平成22年度

115,852

196,848

106,723

240,534

第118期
平成23年度

91,157

（中間期）

第115期
平成20年度

290,333

170,865

113,692

0

売 上 高

中間期 通期

（百万円）

7,006

第119期
平成24年度

第116期
平成21年度

第117期
平成22年度

4,004

△2,792

355

第115期
平成20年度

6,686

2,699

10,554

第118期
平成23年度

3,314

（中間期）

4,903

0

営 業 利 益

中間期 通期

（百万円）

第119期
平成24年度

第116期
平成21年度

626

2,029

第117期
平成22年度

5,241

2,845

第118期
平成23年度

7,304

3,563

△2,311
第115期
平成20年度

6,010

4,612

（中間期）

0

経 常 利 益

中間期 通期

（百万円）

第119期
平成24年度

第116期 第117期
平成21年度 平成22年度

2,072 2,133

△2,742

△1,032

第115期
平成20年度

1,996
2,384

516

第118期
平成23年度

3,918

1,383

（中間期）

0

当期純利益

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。
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業績ハイライト



　電炉業界は、震災復興
需要が遅れるとともに製
品市況が下落し、引き続
き厳しい環境となりまし
た。
　このような状況下、当
社グループは、土木・建築
向け鋼材の販売数量の確
保に努めましたが、販売価格の下落や自動車・産業機械部品
事業に供給する建機用足回り部品向け鋼材需要の低迷の影
響を受けました。

　電力卸供給事業、屋
内外サインシステム事
業、化粧品等に使われ
る合成マイカの製造販
売、LEDディスプレー及
びクローラーロボット
の製作販売、土木・建築
事業、「トピレックプラ
ザ」（東京都江東区南砂）等の不動産賃貸、スポーツクラブ
「OSSO」の運営等を行っております。

鉄鋼事業
売上高 34,451百万円 　営業利益 421百万円 

その他
売上高 7,305百万円 　営業利益 542百万円 

自動車・産業機械部品事業
売上高 74,095百万円 　営業利益 5,428百万円 

　自動車業界は、エコ
カー補助金等の効果によ
り、国内生産台数は前年
同期を大幅に上回りまし
た。しかし、建設機械業界
は、震災復興需要等に支えられた
国内が堅調に推移したものの、中
国需要の低迷の影響が大きく、厳
しい環境になりました。
　このような状況下、当社グループは、建機用足回り部品は
中国需要の大幅な減少の影響を受けたものの、トラック用
及び乗用車用ホイールにつきましては需要を着実に捕捉し、
販売が好調に推移いたしました。さらに、あらゆる改善諸施
策にも継続して取り組んでまいりました。

自動車・産業機械部品事業
74,095百万円
　　　 64.0％

鉄鋼事業 
34,451百万円
　 　　29.7％

その他 
7,305百万円
　 　　6.3％

※営業利益の合計金額に
は消去または全社の項
目（2,387百万円）が含
まれており、連結営業
利益は4,004百万円とな
ります。

営業利益
6,392百万円

5,428百万円

421百万円

542百万円

売上高
115,852百万円

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

事業別セグメントの売上高・営業利益

形鋼

履帯

トラック・バス用
ホイール

トピレックプラザ
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事業別セグメントの営業概況



（単位：百万円）

科 　　目 金　額

売 上 高 115,852

売 上 原 価 98,058

売 上 総 利 益 17,793

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 13,788

営 業 利 益 4,004

営 業 外 収 益 454

受 取 利 息 17

受 取 配 当 金 196

為 替 予 約 評 価 益 107

そ の 他 133

営 業 外 費 用 895

支 払 利 息 440

持 分 法 に よ る 投 資 損 失 40

為 替 差 損 210

そ の 他 203

経 常 利 益 3,563

特 別 利 益 39

固 定 資 産 売 却 益 39

そ の 他 0

特 別 損 失 217

固 定 資 産 売 却 損 21

固 定 資 産 除 却 損 174

そ の 他 20

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 3,386

法 人 税 等 1,189

少数株主損益調整前四半期純利益 2,196

少 数 株 主 利 益 （ 控 除 ） 63

四 半 期 純 利 益 2,133
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

（単位：百万円）

科 　　目 金 額 科 　　目 金 額
（ 資 産 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原材料及び貯蔵品

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

長 期 貸 付 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

102,416

18,238

50,683

13,853

4,545

8,756

2,240

4,138

△39

106,927

79,883

23,596

25,243

17,627

3,369

8,379

1,665

1,428

25,615

19,208

596

3,939

1,920

△50

（ 負 債 の 部 ）

流 動 負 債 79,472

支払手形及び買掛金 41,031

短 期 借 入 金 22,315

１年内償還予定の社債 300

リ ー ス 債 務 393

未 払 法 人 税 等 1,370

そ の 他 14,062

固 定 負 債 46,747

社 債 13,600

長 期 借 入 金 16,764

リ ー ス 債 務 2,976

繰 延 税 金 負 債 0

退職給付引当金 6,848

役員退職慰労引当金 496

定期修繕引当金 580

資 産 除 去 債 務 240

持分法適用に伴う負債 1,042

そ の 他 4,196

負 債 合 計 126,219

（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 88,396

資 本 金 20,983

資 本 剰 余 金 18,824

利 益 剰 余 金 49,453

自 己 株 式 △864

その他の包括利益累計額 △6,000

その他有価証券評価差額金 △511

繰延ヘッジ損益 △17

為替換算調整勘定 △5,472

少 数 株 主 持 分 729

純 資 産 合 計 83,124

資 産 合 計 209,344 負 債 純 資 産 合 計 209,344
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。
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（平成24年4月1日～平成24年9月30日）（平成24年9月30日現在）

中間連結貸借対照表 中間連結損益計算書



T O P I C S

■�素形材センター会長賞を受賞
　プレス事業部は、11月2日に開催された第28回素形材産業
技術表彰にて「部分増肉プレス成形法による軽量低コストス
チールホイールの開発」で素形材センター会長賞を受賞しま
した。
　乗用車用スチールホイールは、軽量化と高剛性が要求され
ています。しかし、軽量化のために素材を薄肉すると剛性は
低下するという背反する性質があります。そこで、軽量化と
高剛性を両立させるために部分増肉プレス成型法を開発し
ました。これはディスク絞り成形に用いる金型形状を工夫す
ることにより強度・剛性向上に必要な部位を増肉し、絞り成
形に用いる素材を5～10％
程度薄肉することが可能と
なる画期的な成形法です。
　今後も、他社に先駆けて先
進的な技術を取り入れた製
品を開発し、グローバルサプ
ライヤーとしてのプレゼン
スをさらに高めてまいります。

■㈱オートピアの店舗数拡大
㈱オートピアは、カー用品総合専門店のオートバックス・
フランチャイズチェーンに加盟し、東京都内を中心に店舗を
運営しています。9月1日にはスーパーオートバックス金沢
（石川県金沢市）を譲渡し、新たにスーパーオートバックス八
王子（東京都八王子市）、オートバックス昭島（東京都昭島市）、
オートバックス走り屋天国セコハン市場八王子めじろ台（東
京都八王子市）の3店舗を譲り受けました。東京エリアに全
10店舗を集約し、エリア最大のフランチャイジーとなること
で競争力を強化しました。今後も、このスケールメリットを
活かし、店舗の総合力をさらに高め、より充実したサービス
や情報をお客様へ提供することに邁進してまいります。

■�棚倉田舎倶楽部（福島県棚倉町）で�
2012 TOPY CUP開催
　当社グループは、社会貢献活動の一環として、ゴルフを
通じた国際交流イベントTOPY CUP日米大学対抗ゴルフ
選手権を支援しています。昨年は、東日本大震災の影響を
受け中止となりましたが、2年振りに棚倉田舎倶楽部（福
島県棚倉町）で開催されました。福島での日米学生による
国際大会の開催は、世界に向けた復興への大きなメッセー
ジとなりました。
　男子団体戦は、東北福祉大学が大会初日からトップの座
に立ち、2大会連続10度目の栄冠に輝きました。また、女子
団体戦でも同大学が、6大会ぶり3度目の制覇と、2005年
以来の男女アベック優勝を果たしました。個人戦は男子が
富村真治選手（東北福祉大学）、女子はキャシー・イサガワ
選手（オレゴン大学）が優勝しました。
　当社グループは、スポーツを通じて、日米の学生親善、
東日本の復興を支援し、地域社会の活性化に貢献していく
とともに、社会の公器としての責務を果たしてまいります。

■�トピレック スイムクラブ アヤセが�
リニューアルオープン
　㈱トピーレックは、5月1日にスイムクラブ アヤセをリ
ニューアルオープンしました。オープン前を上回る会員の
方々にご入会いただきました。
　今後も、地域社会に密着したスポーツクラブ運営を展開
し、当社グループの発展に寄与してまいります。
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発行可能株式総数	 883,000,000株

発行済株式総数	 240,775,103株

株主数	 17,395名

株式分布状況
●所有者別分布（株式数）

個人・その他
26.4%

金融機関
37.0%

証券会社
1.2%

外国人
8.6%

その他国内法人
26.8%

●所有株数別分布（株主数）

3千株以上
5千株未満
11.3%

1万株以上
8.1%

5千株以上
1万株未満
7.4%

1千株未満
27.0%

1千株以上
3千株未満
46.2%

大株主一覧（上位10名）
株　主　名 株数（千株） 持株比率（%）

新 日 本 製 鐵 株 式 會 社 48,182 20.31
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 12,884 5.43
明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 9,751 4.11
ト ピ ー フ ァ ン ド 9,220 3.89
株式会社みずほコーポレート銀行 7,878 3.32
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 6,586 2.78
株 式 会 社 り そ な 銀 行 5,909 2.49
株 式 会 社 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 5,746 2.42
ト ピ ー 工 業 社 員 持 株 会 5,669 2.39
み ず ほ 信 託 銀 行 株 式 会 社 4,893 2.06

（注）株数は千株未満を切り捨てて表示しています。
持株比率は、自己株式を控除して算出しています。
トピーファンドは当社及び関係会社取引先持株会の名称です。
新日本製鐵株式會社は平成24年10月1日をもって住友金属株式会社と合
併し、新日鐵住金株式会社となっています。

北海道
0.9％

2.0％25.0％4.4％

東北

関東
中部

近畿中国

四国
九州・沖縄 18.8％

41.3％

外国 0.7％

4.8％

2.1％

●地域別分布（株主数）

自己株式は個人・その他に含めて記載しています。
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（平成24年9月30日現在）

株式の状況



商　　　号	 トピー工業株式会社

創　　　立	 1921年（大正10年）10月

資　本　金	 20,983百万円

社　員　数	 1,990名

主要な事業所

⃝本　　社	 東京都品川区大崎1-2-2 ☎03-3493-0777（総務部直通）

⃝支　　店	 名古屋支店 名古屋市中区	 大 阪 支 店 大阪市中央区

⃝生産拠点	 豊橋製造所 愛知県豊橋市	 豊川製造所 愛知県豊川市

	 綾瀬製造所 神奈川県綾瀬市	 神奈川製造所 神奈川県茅ヶ崎市

⃝研究開発センター	 愛知県豊橋市

連結子会社数	 19社

役　　　　員�

⃝取 締 役 ⃝執行役員
取 締 役 会 長 清 水 良 朗 小 川 雄 三

代表取締役社長 藤 井 康 雄 石 井 泰 人

取締役副社長 東 　 　 彰 秋 山 範 雄

専 務 取 締 役 荒 井 隆 司 熊 澤 　 智

専 務 取 締 役 金 森 　 豊 木 嶋 伸 一

常 務 取 締 役 佐 原 崇 彦 竹 内 一 郎

取 締 役 望 月 淳 夫 木 下 浩 幸

取 締 役 金 子 正 好 小 島 　 正

取 締 役 谷 　 俊 之 山 本 　 勝

取 締 役 齋 藤 徳 夫

取 締 役 棚 橋 　 章

⃝監 査 役
常 勤 監 査 役 三津間　　　健

常 勤 監 査 役 黒 崎 民 雄

常 勤 監 査 役 瀧 山 　 崇

常 勤 監 査 役 能 野 基 道

基準日 �
毎年3、9月末日の株主名簿に記載された株主の皆様を対象に、そのご
所有株式数に応じて、下記の優待を実施しています。

優待内容 �
1千株以上 3千株未満ご所有の株主様
●交通傷害保険の付保
・死亡・後遺障害保険
保険金額：100万円（最高）
補償内容：国内・国外を問わず、交通事故による死亡・後遺障害
保険期間：3月末日の株主名簿記載の株主様　7月1日午前0時から翌年の1月1日午後4時まで
	 9月末日の株主名簿記載の株主様　翌年の1月1日午前0時から7月1日午後4時まで
・入院特約
保険金額：3千円／日（入院1日目から給付し、1,000日以内）

3千株以上 1万株未満ご所有の株主様
●交通傷害保険の付保
・死亡・後遺障害保険
保険金額：100万円（最高）
補償内容：国内・国外を問わず、交通事故による死亡・後遺障害
保険期間：3月末日の株主名簿記載の株主様　7月1日午前0時から翌年の1月1日午後4時まで
	 9月末日の株主名簿記載の株主様　翌年の1月1日午前0時から7月1日午後4時まで
・入院特約
保険金額：3千円／日（入院1日目から給付し、1,000日以内）
・通院特約
保険金額：1千円／日（90日以内）

1万株以上ご所有の株主様
●交通傷害保険の付保
・死亡・後遺障害保険
保険金額：100万円（最高）
補償内容：国内・国外を問わず、交通事故による死亡・後遺障害
保険期間：3月末日の株主名簿記載の株主様　7月1日午前0時から翌年の1月1日午後4時まで
	 9月末日の株主名簿記載の株主様　翌年の1月1日午前0時から7月1日午後4時まで
・入院特約
保険金額：3千円／日（入院1日目から給付し、1,000日以内）
・通院特約
保険金額：1千円／日（90日以内）

●フラワープレゼント または 社会福祉団体への寄付
3月末日の株主名簿記載の株主様　６月実施
9月末日の株主名簿記載の株主様　12月実施

その他 �
当保険は保険業法における傷害総合保険普通保険約款交通事故傷害危
険のみ担保特約が適用されます。
なお、保険の内容についてのお問い合わせ、事故のときのご連絡は、下記
事務局までお願いします。

トピー工業株主様自動付帯交通傷害保険サポート事務局
株式会社トピーエージェンシー

TEL.03-5436-0212　　FAX.03-5436-0215
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株主メモ
決 算 期

定 時 株 主 総 会

基 準 日

期末配当金受領者
確 定 日

中間配当金受領者
確 定 日

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座管理機関）

同 事 務 取 扱 所

公 告 方 法

⃝住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。
　�なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されまし
た株主様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託
銀行株式会社にお申し出ください。

⃝未払配当金の支払について
　�株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し
出ください。

3月31日

6月

3月31日
その他必要があるときは、あらかじめ公告
いたします。

3月31日

9月30日（中間配当をする場合）

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）

電子公告（当社ホームページ掲載）
※�やむを得ない事由により電子公告ができない�
場合、東京都において発行する日本経済新聞に
掲載いたします。

　豊橋製造所（愛知県豊橋市）は、9月より製鋼工場で使用する酸素ガスを供給する新酸素プ
ラントの本格稼働を開始しました。
　酸素プラントの主要生産設備である深冷分離装置は、老朽化に伴い設備能力の低下が発
生していましたが、このプラントの稼働により生産能力が約85％増強され、全量を自社プラントで
供給する体制を整えました。また、深冷分離装置は高純度の液化ガスの製造が可能であり、液
体酸素、液体窒素、液体アルゴンを社外へ販売します。
　今後も安定的な酸素供給体制を構築し、粗鋼生産の安定化やコスト低減、品質の向上を目
指し、事業基盤を一層強化してまいります。

■�表紙写真 新酸素プラントが本格稼働を開始




